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（論文審査の要旨）

食道癌根治市！？後の再発は 28-47%に認められ，生存期間中央値は 5-10月と予後不

良である．リンパ節などの局所再発に対してしばしば放射線治療が行われる．近年

食道癌に対して胸腔鏡補助下食道亜全摘術が行われるようになってきたが，局所再

発に対する放射線治療成績に関する報告は乏しい．そこで，加藤らは食道癌に対す

る同術後の局所再発に対する放射線治療の安全性と長期予後因子について検討し

た．対象は 201l年 12月から 2015年 12月の聞に同術後の局所再発に対する放射線

治療を受け，その終了後 3か月以上観察した 24例である．放射線治療は原則とし

て 60Gy以上を処方し， ll例で化学療法を同時併用した．単変量解析の結果，手

術標本での転移リンパ節が 3個までの群と単発での再発群では有意に生存率が高

かった．観察期間中央値は 12.5ヶ月（範囲は 4.2ヶ月から 47.7ヶ月）であった．

有害事象は許容範囲内であり，放射線治療は食道癌の胸腔鏡補助下食道亜全摘術後

の局所再発に有用であることが示唆された本論文は食道癌根治術後の局所再発対

する放射線治療に関する新しい知見を得ており，学術上価値のあるものであり，学

位論文に値すると判定した．
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